
テーマ「新学習指導要領を踏まえた国語科における進学指導の在り方」

本講座の概要

本講座の実施により期待される成果

道南ブロック

国語科
令 和 ４ 年 ３ 月 3 1日

（主管教育局 渡島教育局）

令和３年11月1８日（木）、北海道函館中部高等学校を会

場に国語科の授業改善セミナー（進学指導講座）を開催し

ました。会場には渡島管内を中心に、胆振、檜山の各管内

から12名の先生方の参加がありました。

本講座の実施内容等を紹介しますので、先生方の授業改

善の参考として御活用いただければと存じます。

（１／２）

実践発表２ 函館中部高等学校
西 山 竜 男 教諭

「教材一単元をどう取り扱うか～１時間ご
との目標設定の試み」
古典に対する学習意欲が低いという課題

をどのように解決するかという視点で、一
単元をどのように取り扱うかについて、詳
しく御説明いただきました。

実践発表１ 札幌西高等学校
福 本 吉 範 教諭

「西高における実践～授業・考査・講習等

を中心にして」

勤務校の年間指導計画の概要をお示しい

ただきながら、主に生徒の「書く能力」を

どのように育成するかについて、詳しく御

説明いただきました。

国語科の授業における指導と評価の一体化に向けた学習評価の一層の充実

及び新学習指導要領施行に向けた年間指導計画作成における留意点等の理解

の促進

講演 函館中部高等学校長

佐 竹 卓 氏

「これからの国語科教師に求められること」

これからの国語科教諭が担う役割はもと

より、教科の枠を越えて、これからの高校

教師に求められることを、世界的な教育の

変化を踏まえて御説明いただきました。

研究協議
「新学習指導要領を踏まえた国語科におけ
る進学指導の在り方」
実践発表及び新学習指導要領で開設され

る科目における指導領域及び指導時数及び
指導事項の説明を踏まえ、各校の実践を紹
介いただきながら、これからの進学指導の
在り方について研究協議を行いました。

（別紙３）



（別紙３）

授業改善セミナー報告 道南（函館中部会場） 国語科

今回のこの報告は、次のウェブページに掲載しております。

＜渡島教育局ウェブページＵＲＬ＞

https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/oky/20_koukou/koukou_home.html

（２／２）

講話「これからの国語科教師に求められること」函館中部高等学校長 佐 竹 卓 氏
新学習指導要領、高大接続改革の視点から「これからの国語科教師に求

められること」についてお話しいただきました。若者意識調査や大学入試
問題の分析から、高校生が大学・社会で成長する土台として「学びに向か
う人間性」が重要であると御説明いただきました。ＰＩＳＡ2018の結果
を踏まえ、「超スマート社会」、「ＶＵＣＡの時代」において、国語の目標
にある「国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力」が大切になる

との説明で、参加者は新学習指導要領への理解を深めました。また、言葉による見方・考え方を働か
せる場面や言語活動を通して、資質・能力を育てる授業づくりへの意欲を高めました。

実践発表２ 函館中部高等学校 西 山 竜 男 教諭
「教材ー単元をどう取り扱うかー１時間ごとの目標設定の試み」
古典における授業で生徒の主体的・対話的な学びを引き出すために、一単

元をどのようにファシリテートするかについて、具体的にお話いただきまし
た。生徒が初読した後の発問の重要性、生徒がともに学び合うことのできる
環境の整備、授業と講習の連動のさせ方等、参加者の参考になる部分が多い
発表でした。

実践発表１ 札幌西高等学校 福 本 吉 範 教諭
「西高における実践～授業・考査・講習等を中心にして」
「思考力・判断力・表現力等」を育成するために、授業内ばかりでなく、

家庭学習の成果を評価するための定期考査等の工夫について、発表いただき
ました。問いの工夫はもちろん、長期休業中の課題を素材文出題等、新たな
出題方法を模索し、生徒の「読む能力」ばかりでなく「書く能力」を育成し
ようとする姿勢が大変参考になりました。

研究協議「新学習指導要領を踏まえた国語科における進学指導の在り方」
実践発表を踏まえて、参加した先生方

に自らの実践を含めて交流いただきまし
た。スペシャリストの先生方にも研究協
議に加わっていただき、実践発表の詳し
い内容について話していただく場面もあ
りました。

参加者の声（一部）
・校長先生の御講演を聴いて、自分自身の学びについ
ても考え、見つめ直すきっかけとなりました。

・「国語」の教員として生徒の力を伸ばすことについ
て、より本質を考えさせられました。

・実践発表を聴いて、評価についての考え方、古典の
「読み」について、明日からの実践に取り入れてい
きます。

・あまり研修で外に出ることは少ない方ですが、スペ
シャリストの先生の実践を伺うだけでなく、他校の
先生方と悩みや実情を共有することができ、大変、
有意義でした。

・学校へ戻った後、教員間で共有し、教育活動を改善
していきたいと思います。

参加者アンケートの結果（一部）

○ 今回のセミナーで紹介した教材や指
導方法、研究授業の内容等は、あなた
の授業において活用できますか。
ａ 大いに活用できる 36.4％
ｂ 活用できる 54.5％

○ 今回の実践発表・研究協議において、
大学進学希望者の進路実現を図る教科
指導のあり方に関わる理解は深まりま
したか。
ａ 大いに深まった 18.2％
ｂ 深まった 72.7％


